
・主要地方道富山環状線および新庄大山線は施工時
は通行止め・夜間開放と考えますが、通行止めの許可
に関し、関係各所・関係設備・町内各所に全て周知徹
底済み・許可済みと考えてよろしいでしょうか。

　関係機関及び町内会長に対し事前周知を行っており
ます。町内会への説明については、受注者決定後に、
町内会長を通じて工事案内文書を回覧することとして
おります。また、工事箇所沿線の住民へは、個別訪問
による説明を行います。

・先に落札されている北部幹線防護管布設（第１工区）
工事の施工進捗はどのようになっているでしょうか。推
進工事の工程によっては施工時期等が大幅に変更と
なり工事内容が大きく変わるため、できるだけ詳細をお
教え下さい。

　5月中旬までに地盤変動影響調査（家屋調査）を含む
事前準備を終える予定です。
　その後、5月下旬から6月下旬まで薬液注入工を行
い、7月上旬から7月下旬に立坑築造、8月上旬から8
月下旬に推進工を実施する計画であるため、本工事
の管挿入は9月上旬から施工可能となる予定です。
　なお、北部幹線防護管布設（第１工区）工事の計画
工程に変化が生じ、本工事の工程に影響を及ぼす場
合は、工期について受注者と協議します。

工事名：北部幹線配水管布設替（第 8 工区）工事

質問 回答
・設計書と現地で相違があった場合、設計変更などで
の対応となる場合がありますが、その設計変更の金額
が実際の施工金額と乖離している場合が近年多々見
受けられます。国土交通省・建設業法令遵守ガイドラ
インに基づいた発注者の立場を利用した受注者への
不当な金額提示を行わず、適切な額での変更はしてい
ただけますでしょうか。

　水道事業実務必携等の積算基準書に基づき適切に
金額を算定し、設計変更を行っております。

設計書に記載されている以外の規制、又は作業方法
を行うという口約束などは取り交わしておられませんで
しょうか。設計書に記載されていない内容に関して、履
行においては全て費用が発生しますが、これらにおい
ても必要費用の適切な額での変更はしていただけます
でしょうか。

　特記仕様書及び工事条件明示書のとおりです。
　設計書に記載していない内容が発生した場合は受注
者と協議します。

・設計断面に砂質土と記載されておりますが、土質は
土質調査をしての設計と考えてよろしいでしょうか。近
隣の幹線施工時には大型の岩石が出てくることがあり
ましたので、現地を調査しての結果ではないように思
いますが、現地掘削時に土質にそれらと相違がある
場合、受け入れ先の受入金額が大きく変動しますが、
その場合は適切な設計変更・増額にて確実に対応して
いただけますでしょうか。

　令和2年度土質調査業務の結果より、砂礫質である
ことが判明しておりますが、設計と現地の土質に相違
が発生した場合は受注者と協議します。

・設計書において公共残土受入箇所が記載されており
ますが、記載されている建設発生土受入箇所は隣接
工事含む本工事の発生土量すべての受入を間違いな
く無条件で可能との返事を受けての選定でしょうか。ま
た相手先より受入不可能・条件付き受入などがあった
場合の受入業者の再選定、及びそれにかかる費用は
受注者側都合では無いので、適切な設計変更・増額に
て確実に対応していただけますでしょうか。

　建設発生土の搬出先は、富山県土木工事標準積算
基準に基づき現場から一番安価な場所を選定してお
り、設計段階ではストックヤードに余裕があり受入が可
能であると判断しておりますが、処分先の都合により
建設発生土の受入が不可能となった場合は受注者と
協議します。

・古寺新町・コンフォートタウン古寺の既設管位置が本
幹線布設に支障となる場合、切廻工事等は追加工事
になりますでしょうか、それとも別入札での施工となり
ますでしょうか。

　設計段階では既設配水支管は本工事の支障となら
ないと考えております。支障となる場合は、改めて対応
を検討します。

管布設に必要な推進縦坑のケーシング溶断などが設
計書に工種として記載されておりませんが、これらは
北部幹線防護管布設（第１工区）に含まれると考えてよ
ろしいでしょうか。

　仮設材上部撤去を北部幹線防護管布設（第１工区）
工事で計上しているため本工事に計上しておりません
が、施工順序や現場状況に変化が生じ、本工事にお
いて仮設材切断を行う必要が生じた場合は受注者と
協議します。

・推進管内部のモルタル注入工・埋め戻し工・仮舗装
工なども設計書に工種として記載されておりません
が、これらは北部幹線防護管布設（第１工区）に含まれ
ると考えてよろしいでしょうか。

　推進管内部のモルタル充填、立坑部の埋戻し及び仮
舗装はすべて北部幹線防護管布設（第１工区）工事に
含まれているため、本工事に計上しておりません。


